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“国の宝「秋田杉」の復権を目指して”
～放置林を解消し、秋田杉の聳

そび

え立つ森林を復活させる～
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放置林解消に向けた
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森林境界の明確化1
　事業実施のための第一歩である、所有者情報の取得及び境界明確化作業には、地元自治会

役員及び森林精通者を含む事業推進委員会を立ち上げ、その協力のおかげで、不在村所有者

を含む所有者からの境界委任等を取り付ける事が出来た。

森林境界の明確化フロー
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①軟弱地盤対策
　地盤が軟弱だったため、路床の入換え及び湧水処理を実施した。

　湧水処理は、山尻に有孔管φ150を使用し、路床入換えは、購入土（山砂）を厚さ50cm～

100cmの範囲で入換えし盛土補強を実施した。

②流木・土砂流出対策
　流木・土砂流出が見られたことから、暗渠と保護工等が必要と判断した。

　流木対策として、流木除けの柵を設置すると共に、地形を考慮し、洗い越ではなく、暗渠工を選

択した。

　又、土砂流出対策としては、動水勾配を15％に設定し、流量計算の結果、ヒューム管ＨＰφ

800安全率6.3（3.0以上）で施工した。

③流水対策
　流水対策では、３ヶ所（Ａ・Ｂ・Ｃ）の沢水を

どう処理するべきか検討した。

　その結果、通常時はＡとＢの沢を合流させ、Ｄ

で水抜きをし、Ｃについては、単独で水抜きする

が、降雨等により増水した時の流水対策として、

Ａ・Ｂ・ＣをＤで水抜き、又は洗い越により水処

理することで、流水による路盤の浸食を防ぐ事に

成功した。

路床工・盛土工 有孔管設置

路線図

路網の整備 A・B

D

C

A・B

D
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洗い越

D

B
A

2
　急傾斜地が多い区域に加え、現地踏査の結果、想定以上に岩石域が多かった事から予定路

線が限られ、そのため、軟弱地盤箇所及び流水等への対策が必要となった。

暗渠工ＨＰφ800 呑口保護工・流木除け工
完成写真
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集約化時点での
現地調査は

基本的に行わない。
詳細な林況を把握

森林の将来像を
イメージ

現場着手後も
所有者と綿密に
打ち合わせを！

◦ＧＩＳを活用し、所有者

情報・森林情報を収集。

◦図面上での森林作業道の

線形の考案。

◦森林所有者より承諾を頂

けない場合を考慮し、過

度な現地調査は避ける。

◦現地調査で得た情報を基

に最適な採材・施工方法

で見積作成。

◦将来の山林を見据えた事

業計画等も含め所有者へ

施業提案。

◦収穫量を把握するため、

プロット調査（10ｍ×

10ｍ、haあたり３ヶ所

程度）を実施。

◦机上で作成した作業道路

線で作設不可能（強固な

岩盤が見える、急傾斜地、

崩落地等）な箇所がない

か確認する。

重要なのは作業の安全第一。

所有者の立場に立った施工

を心がけましょう。

所有者様から
事業申込みを受けて
事業スタート！！

収集した情報を基に
森林所有者への
声掛け

◦搬出間伐のメリットやデ

メリットを説明し、集約

化への参加を提案。

◦現地調査の承諾を得る。

3集約化施業に向けた提案及び
目標林型を定めた施業

事業については

次ページから
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搬出間伐に於ける施工フロー
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  目標林型について

　　超長伐期施業

　準天然秋田スギを目指して

◦大径木化による木材の品質向上と販売価格アップ（付加価値増の可能性）

◦大径木化、立木数減少による伐採搬出の効率化余地の拡大

◦超長伐期と択伐の組み合わせによる木材需要や価格動向への供給調整度の向上

　　等が挙げられる。

メリット

　　目標林型の決定

　機能を大きく分けると、生産を第一に求める経済

林と、生物多様性や水土保全などを第一に求める環

境林に大別できる。

　基本的には木材生産に適した地形や土壌条件のと

ころには、経済林を配置するのが得策だが、生物多

様性を含めた健全な生態系の維持等を考慮し、天然

林または天然性林を随所に配置する事も必要となっ

てくる。

　地形が急峻であったり、痩せたりしているところ

に無理に経済林を展開しても、採算が成り立たな

かったり、土壌保全に反する結果を招いてしまう。

　すでに人工林が形成されているところでも、経営

的に将来性がなかったり、環境保全的にマイナスが

認められるところは環境林への誘導も必要となって

くる。

準天然秋田スギ　イメージ

混交林　イメージ

収穫表作成システムLYCSを
利用するとイメージしやすい！

経済林　目標林型の一つ！

以上の点を踏まえ
目標林型と配置を
考えていくことが

重要！

ＬＹＣＳ　イメージ
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  施工方法について　   施工方法について

　　定性間伐

　基本的に間伐率35％以内で実施。

　長年放置された森林では一度に高い間伐率で伐採

を行うと、雪害、風害を招く場合があるので、間伐

は立木の状態を把握し、適切な間伐率で行うことが

重要。

将来木の選木
　将来木は空間配置や形質をみながら決定し、それ

に影響を及ぼす木を伐採木として選木するとともに

劣勢木、枯死木を伐採木として選木する。

　　列状間伐

◦選木を省略できる
◦集材が容易
◦良質材が機械的に間伐されるため、収益
面で有利
◦残存木に損傷をあたえにくい

◦森林所有者が列で一方的に伐られる事に
かなりの抵抗感がある

対 応 策
◦列状間伐は初回搬出間伐時にのみ行い、その後は

定性間伐を行っていく。

◦機械的に列一辺倒ではなく、生産性の高い林分の

み列状間伐を実施し、それ以外の林分は定性間伐

を行う。

◦残る列についても搬出が終わったあとに被害木等

は伐採する。

低コスト林業を実現するため高性能林業機械を用い

て施工。

　　造　材

　ハーベスタやプロセッサなどを使用し、材価や歩

留を常に意識しながら造材する。

　クサレ、曲がりがあるものはＡ材に造材しないこ

と！

　　集　材

　グラップルやウィンチなどを使用し、残存木に傷

をつけないよう集材する。

　列状間伐を行った場合、スイングヤーダやタワー

ヤーダを使用しての上荷集材が理想だが、林地の状

況によっては作業道が作設できずこの方法で作業で

きない場合が多々ある。

　こういった場合は沢などに機械を入れ、ウィンチを

使用し下荷集材することである程度代用可能である。

＊ただし、この作業を行う場合直引集材は絶対に行

わない！！

（伐倒木が滑落してくる可能性が高い！滑車を使用）

　　運　材

　フォワーダなどを使用し、走行速度、積載重量に

気を付け走行する。

　冬山であれば雪を利用し、雪道での運材も選択肢

となる。

　　作業時の注意事項

安全な作業間隔を保っての作業

◦伐倒木の樹高の２倍

◦機械のブーム・アームをのばした距離の２倍

上下作業は絶対に行わない！

マーキング例

集材状況

列状実施例

メリット

デメリット

間　伐 高性能林業機械
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